
[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


どんな人も独りにしない社会をつくる
　岩手・守屋　優花
　「え、十代で自殺未遂！」

　ドクターヘリの番組を見ていた私は、思わず声を上げた。自ら命を絶とうとしたのは、自分と同じぐらいの年の女の子だということに驚いたからだ。すると、母が、
「世の中には悲しい出来事がたくさん起こっているのよね。あなたと同じぐらいの子どもにも、自殺だけでなく、犯罪や非行が多く起こっているんだよ。」

と教えてくれた。

　新聞やテレビでは、「少年の非行・犯罪」という言葉はよく聞くが、私の身近では起こっていないので、自分のこととして考えたことはなかった。そして、非行や犯罪というものがどういうものかもよく知らなかった。

　調べてみると、犯罪には、放火罪、傷害罪、殺人罪などいろいろな種類があり、非行少年とは二十歳未満の少年で、犯罪、または将来非行、犯罪を行ってしまうおそれのある少年のことだとわかった。最近は、少年による非行や犯罪は減少しているという報告もあった。しかし、いじめや高齢者への詐欺、暴力事件が大きく報道されることが多いので、わたしは、非行・犯罪の数は減っても、悪質でひどい事件は増えているのかもしれないと思った。

　では、どうして非行や犯罪を行ってしまうのだろう。私が読んだ本には、「非行少年は、家庭の貧困や、親からの虐待を受けていることが多く、育つ権利や守られる権利がうばわれることで非行につながってしまうこともある」と書かれてあった。また、本人の問題では「忍耐力がない、感情のコントロールができない」、社会的には「スマートフォンやインターネットによる有害な情報を手に入れられること」や「他人の子どもに無関心であることや地域の絆がうすくなったこと」ということもテレビで話題になっていた。私は、同じ命をもって生まれてきた人が、育つ環境、親や周囲の影響によって非行へと走ってしまうのは悲しいことだと感じた。
　「残念ながら、犯罪や非行はくり返されてしまうことも多いんだよ。」

という父の言葉に、私は、罪を犯すと罰せられ、時間をかけてつぐなったはずなのに、また、過ちをくり返してしまうのはなぜだろうと、また疑問が出てきた。母が、
「罪をつぐなった人でも、再び社会で生活しようとする時、生活していく環境も大切だし、何よりも支えが必要なんじゃないかな。」と声をかけてくれた。「支え」の意味は、何か物が落ちたり倒れたりしないように力を加えることだ。支える相手が「人」なら、その人が再び非行に走らないように、立ち直るように、そばにいて話を聞いたり、一緒に活動したりするという意味だろうか。

　実際に、犯罪をしてしまった人の立ち直りを支えている保護司という人たちがいる。地域で支援チームを組み、生活や仕事をお世話する人、手紙を通して励ましたり、生活や社会体験を一緒に行ったりする人たちだ。私の住む、盛岡市にも、保護司さんやその関係の人々が、「社会を明るくする運動」として、さんさ踊りや登山を行ったり、中学生や高校生と一緒に「はばたき鶴」を配る活動をしたりしている。「はばたき鶴」は、羽ばたいて飛び立とうとする鶴の折り紙だ。
　相談したり頼ったりできる人が、そばにいるといないとでは、その差は大きい。私の周りには両親や祖父母、友だち、学校の先生など、困った時に話を聞いてくれる人がたくさんいる。話を聞いてもらった後は、心が軽くなり、晴れやかになる。もし、辛いことや悲しいことがあった時に、頼れる人がいなくて独りだったら、気持ちが暗く重くなってしまうかもしれない。

　非行を防ぎ、犯罪をくり返さない社会にしていくために必要なこと、それは、どんな人も独りにしないということだ。積極的に会話をしたり、活動を一緒にしたりすることで、一緒に喜んだり、悩んだりする関係をつくることが大切だと思う。そして、その関係をどんどん増やし、たくさんの人々とつながっていくことが、どんな人も独りにしない社会になっていくと考える。そのためには、人に関心をもって積極的に関わり、相手を理解し思いやることと、相手の気持ちや立場を尊重しながら、お互いの意見や考えを伝え合うコミュニケーションができるようになることが必要だと思う。

　私の周りに、独りでいる人はいないだろうか。もしいたら、まず、話しかけてみよう。最初はあいさつがいいかもしれない。共通の話題を見つけてたくさん話ができるようになったら、とても楽しいと思う。そして、仲間をどんどん増やして、コミュニケーションあふれるクラスにしたいと思う。それが、学校全体でも、子供会でもできたら最高だ。
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